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１ ０ 年 前 の ６ ０ 周 年 記 念 公 演 の 様 子

堂 （ 山 口 市 天 花 １ ） で 、入 場 は 無 料 。 駐 車 場 は 、野 田 学 園 グ ラ ウ ン ド に 用意 さ れ る 。 雨 天 の 場 合 、会 場 は 山 口 県 教 育 会 館 に変 更 と な る 。　
狂 言 と は 、 中 世 の 庶 民

の 日 常 生 活 を 明 る く 描く 、 セ リ フ が 中 心 の 室 町時 代 に 成 立 し た 喜 劇 。 能と 異 な り 、 ほ と ん ど は 面を つ け ず に 演 じ ら れ 、 笑い を 通 し て 人 間 の 普 遍 的な お か し さ を 描 き だ し てい る 。 江 戸 時 代 、 家 元 制

度 を 取 っ て い た 狂 言 には 、 大 蔵 流 、 和 泉 流 、 鷺流 の ３ 流 派 が あ っ た 。 だが 、 幕 府 瓦

が

解 か い

の あ お り を

受 け 、 鷺 流 だ け が 途 絶 えて し ま っ た 。　
山 口 に 現 在 伝 わ る 鷺 流

狂 言 は 、 長 州 藩 お 抱 え 狂言 方 ・ 春

し ゅ ん

日 に ち

庄 し ょ う

作 さ く

が 始 祖 。

彼 は 、 分 家 ・ 鷺 伝 右 衛 門派 に 学 び 、 江 戸 時 代 末 期に 活 躍 。 明 治 時 代 に な って か ら は 厚 狭 郡 （ 現 宇 部市 ） で 農 業 に 従 事 し て いた が 、 １ ８ ８ ６ 年 （ 明 治
1 9年 ） に 野 田 神 社 の 上 棟

式 で 神 事 能 に 招 か れ 、 狂言 方 と し て 出 演 し た 。 それ が 縁 で 、 山 口 ・ 本 圀 寺（ 道 場 門 前 ） に 住 居 を 移し 、 趣 味 と し て 狂 言 を 習い に き た 人 々 に 教 え る よう に な っ た 。 こ れ が 、 現在 の 山 口 鷺 流 狂 言 の 始 まり だ 。 町 の 人 々 が 相 互 に稽 古 を つ け る 「 伝 習 会 」に よ っ て 、 鷺 流 は 受 け 継が れ て い っ た 。　
と こ ろ が 、 大 正 期 に は

春 日 の 直 弟 子 も い な く なり 、 急 速 に 衰 微 。 そ れ を憂 え た 有 志 は 、 １ ９ ５ ４年 （ 昭 和

2 9年 ） に 「 山 口

鷺 流 狂 言 保 存 会 」 を 結 成し た 。 １ ９ ６ ７ 年 （ 昭 和
4 2年 ） に は 山 口 県 指 定 無

形 文 化 財 の 第 １ 号 に も 指

定 。 現 在 は 、 米 本 文 明 氏が 山 口 県 指 定 無 形 文 化 財技 術 保 持 者 に 指 定 さ れ てい る 。　
記 念 公 演 の 演 目 お よ び

出 演 者 は 次 の 通 り 。  （ 敬称 略 ）　
「 神 鳴 り 」 岡 藤 清 明

（ 雷 ）  、 岡 藤 弦 一 （ 医 者 ）▽ 「 末 広 が り 」 土 村 廣 隆（ 大 名 ）  、 米 本 次 郎 （ 太 郎冠 者 ）  、 升 井 洋 至 （ 通り ） ▽ 「 首 引 」 森 脇 亮（ 鎮 西 縁 の 者 ）  、 伊 藤 隆（ 親 鬼 ）  、 新 保 秀 子（ 姫 ）  、 岡 村 繁 ・ 池 田 幸 枝他 （ 眷 属 ） ▽ 「 颯 果 」 米本 文 明 （ 大 名 ）  、 米 本 太郎 （ 太 郎 冠 者 ）  、 鈴 木 太龍 （ す っ ぱ ）　
「 神 鳴 り 」 を 演 じ る 岡

藤 兄 弟 は 、 同 会 が 後 継 者育 成 な ど を 目 的 に 開 い てい る 「 こ ど も 狂 言 教 室 」で 力 を つ け て き た 。 兄 の弦 一 さ ん は 中 学

2年 生

で 、 弟 の 清 明 さ ん は 小 学５ 年 生 。 ２ 人 と も 、 今 回が 本 公 演 デ ビ ュ ー だ 。　 「 保 存 会 結 成 か ら

7 0

年 、 春 日 庄 作 か ら 受 け 継い だ 芸 を 、 今 日 ま で 多 くの 人 た ち か ら の 支 え で 伝承 す る こ と が で き た 。 これ か ら も 永 く 伝 え て い ける よ う 、 伝 承 活 動 に 励 みた い 」 と 同 会 。

山 口 鷺 流 狂 言 保 存 会 が 結 成 ７ ０ 周 年
野 田 神 社 能 楽 堂 で 記 念 公 演 開 催

2 7　

 日

　
山 口 鷺

さ ぎ

流 狂 言 保 存 会

（ 柏 木 亨 会 長 、

☎
０ ８ ３

－

９ ２ ０

－

４ １ １ １ ）

は 、

2 7日  （ 日 ）  午 後 １ 時 半

か ら ４ 時 半 ま で 「 結 成

7 0

周 年 記 念 公 演 」 を 開 催 する 。 会 場 は 山 口 市 指 定 有形 文 化 財 の 野 田 神 社 能 楽

　
関 連 イ ベ ン ト と し て 、

「 野 田 神 社 能 楽 堂 の 舞 台
裏 見 学 会 」 も 開 か れ る 。

「 舞 台 の 秘 密 」 な ど の 解
説 を 受 け な が ら 見 学 で きる 、 ま た と な い 機 会 だ 。事 前 予 約 制 。　

開 催 日 は あ す

1 3日 と

2 0

日  （ 日 ）  で 、 時 間 は 両 日 と

も 午 前

1 0時 、 午 後 １ 時 、

午 後 ３ 時 か ら １ 時 間 程度 。 参 加 費 （ 資 料 代 ） は５ ０ ０ 円 で 、 定 員 は 各 回
1 5人 （ 先 着 順 ）  。

　
申 し 込 み は 同 会 （

０

８ ３

－

９ ２ ０

－

４ １ １

２ 、

taro
yo

ne
moto

@

yahoo.co.jp

） へ 、 氏 名 、

住 所 、 電 話 番 号 、 メ ー ルア ド レ ス 、 希 望 日 時 （ 第２ 希 望 ま で ） を 伝 え る 。

能 楽 堂 見 学 会
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小 原 北 士 さ ん

金 哲 彦 さ ん

 １ 行 記 事　 今 年 １ 月 か ら ９ 月 末 ま で の 山 口 市 の 人 身 交 通 事 故 は 、 発 生 １ ９ ４ 件 、 死 者 数 ７ 人 、 負 傷 者 数 ２ １ ９ 人 。 そ れ ぞ れ 前 年 よ り 、 ４ ４ 件 減 、 ４ 人 増 、 ５ ９ 人 減 だ っ た 。

　
講 演

会 「 Ｍｉ ｎ ｅ秋 吉 台ジ オ パー ク で感 じ る地 球 の営 み 」が 、

1 1

月

1 7日

（ 日 ）  午
前

1 0時

半 か ら正 午 ま

「 貴 重 な 地 質 ・ 地 形 か ら地 球 の 過 去 を 知 り 、 未 来に つ な げ て い く 活 動 に 取り 組 む 地 域 」 を 指 す 。「 Ｍ ｉ ｎ ｅ 秋 吉 台 ジ オ パー ク 」 は 、 日 本 ジ オ パ ーク 委 員 会 が 認 定 し た 全 国に

4 6あ る 「 日 本 ジ オ パ ー

ク 」 の 一 つ だ 。　
講 師 を 務 め る の は 、 同

ジ オ パ ー ク 推 進 協 議 会 の事 務 局 専 門 員 を 務 め る 小原 北 士 さ ん  （

3 5）  。 富 山 大

で 「 地 球 科 学 」 を 学 ん だ小 原 さ ん は 、 Ｎ Ｈ Ｋ テ レビ 「 ブ ラ タ モ リ 」 で 秋 吉台 が 取 り 上 げ ら れ た 回（ ２ ０ ２ ３ 年

1 0月 オ ン エ

ア ） で は 「 案 内 人 」 も 務

め た 。　

演 題 は 「  『 白 』

『 黒 』  『 赤 』 で た ど る
Ｍ ｉ ｎ ｅ 秋 吉 台 ジ オパ ー ク 」  。 美 祢 市 には 、 石 灰 岩 （ 白 ） でで き た カ ル ス ト 台 地

「 秋 吉 台 」  、 無 煙 炭 （ 黒 ）
を 産 出 す る 「 大 嶺 炭田 」  、 東 大 寺 の 大 仏 に 使わ れ て い る 銅 （ 赤 ） を 産出 し た 「 長 登 銅 山 跡 」 など の 見 ど こ ろ が あ る 。 それ ら は み な 、 何 億 年 も の前 に 起 こ っ た 地 球 の 活 動か ら 始 ま っ て い る 。 そ のよ う な 「 壮 大 な 物 語 」を 、 写 真 を 使 い な が ら わか り や す く 説 明 す る 。　

聴 講 は 無 料 だ が 、 事 前
申 し 込 み が 必 要 。 希 望 者は 、 ウ ェ ブ サ イ ト

（
http://

w
w

w.hito21.jp ）

の 申 し 込 み フ ォ ー ム か らか 、 は が き に 講 座 名 、 希望 人 数 （ ２ 人 ま で ）  、 氏名 ・ ふ り が な 、 郵 便 番号 、 住 所 、 電 話 番 号 を 明記 し 、 山 口 県 ひ と づ く り財 団 県 民 学 習 部 （ 〒 ７ ５４

－

０ ８ ９ ３

　
山 口 市 秋

穂 二 島 １ ０ ６ ２ ） へ 。 締め 切 り （ 必 着 ） は

2 3日
（ 水 ）  で 、 定 員 （

9 0人 ） を

超 え る 応 募 が あ っ た 場 合は 抽 選 と な る 。　
主 催 す る 同 財 団 は 「 動

植 物 や 人 間 の 歴 史 に 比 べて 、 石 や 地 層 は 『 ど こ かと っ つ き づ ら い 』 と 感 じて い る 人 も 多 い と 思 う 。今 回 の 講 演 は 、 生 活 に 身近 な モ ノ ・ コ ト か ら 地 球の 壮 大 な 物 語 を わ か り やす く 紹 介 し て い く 」  、 また 講 師 の 小 原 さ ん は 「 地質 や 地 形 だ け に と ど ま らず 、 そ の 他 の 自 然 や 、 歴史 ・ 文 化 な ど に も 話 題 を広 げ よ う と 考 え て い る 」と 話 し て い る 。　
こ の 講 演 会 は 、 同 財 団

が 「 山 口 県 内 に ゆ か り のあ る ひ と ・ も の に つ い て県 民 に 紹 介 す る 」 目 的 で開 催 し て い る 「 山 口 ひ とも の が た り セ ミ ナ ー 」 の一 つ だ 。

　
あ す

1 3日 午 後 ２ 時 か

ら 、  「 山 口 ウ ィ ン ド オ ーケ ス ト ラ 第

2 3回 ビ ッ グ シ

ェ ル 定 期 演 奏 会 」 が 、 維新 百 年 記 念 公 園 野 外 音 楽堂 （ 山 口 市 維 新 公 園 ４ ）で 開 催 。 入 場 無 料 で 、 当日 は 噴 水 前 広 場 が 駐 車 場と し て 開 放 さ れ る 。　
コ ン サ ー ト は ２ 部 構

成 。 第 １ 部 は 「 本 格 的 クラ シ ッ ク 」 で 、 第 ２ 部 は
「 み な さ ん ご 存 じ の ポ ッ

プ ス な ど 」  。  「  『 オ セ ロ 』よ り 」  （ リ ー ド ）  、  「 ス ーパ ー マ リ オ ブ ラ ザ ーズ 」  、  「 ア フ リ カ ン シ ン フォ ニ ー 」 な ど が 演 奏 。　
同 楽 団 は 「 会 場 は 飲 食

Ｏ Ｋ な の で 、 ビ ー ル で も飲 み な が ら 演 奏 を 楽 し んで 」 と 来 場 を 呼 び か け てい る 。

Ｍ ｉ ｎ ｅ 秋 吉 台 ジ オ パ ー ク の 「 壮 大 な 物 語 」 と は

小 原 さ ん が 「 白 」「 黒 」「 赤 」 で た ど る
1 1月

1 7日

で 、 県 セ ミ ナ ー パ ー ク
（ 山 口 市 秋 穂 二 島 ） で 開

か れ る 。　
「 ジ オ パ ー ク 」 と は 、

初 心 者  ・  経 験 者 と も 走 る 基 本 を 学  べ  る
「 エ ン ジ  ョ  イ ラ ン ニ ン グ セ ミ ナ ー 」  維 新 公 園 で

１ １ 月  ２ ４ 日

　

1 1月

2 4日  （ 日 ）  に 「 エ

ン ジ ョ イ ラ ン ニ ン グ セミ ナ ー 」 が 、 維 新 百 年記 念 公 園 で 開 か れ る 。時 間 は 午 前 ９ 時 か ら 正午 ま で 。 同 施 設 の 管 理運 営 を 担 っ て い る 山 口県 施 設 管 理 財 団 （

☎
０

８ ３

－

９ ２ ２

－

３ ７ １

２ ） が 主 催 す る 。　
同 施 設 で は こ れ ま で

も 、 初 心 者 に 向 け た ジョ ギ ン グ 教 室 な ど を 開催 し て き た 。 今 回 は 、こ れ か ら 走 り 始 め る 人か ら 、 既 に 走 っ て は い

る が 「 基 本 を 学 び た い 」と い っ た 人 た ち に も ス キル を 身 に 着 け て も ら お うと 、 プ ロ ラ ン ニ ン グ コ ーチ の 金 哲 彦 さ ん と 山 口 ラン ニ ン グ ネ ッ ト ワ ー ク の岡 崎 芳 彦 さ ん を 講 師 に 招い て 開 催 す る 。　
内 容 は 、  「 ラ ン ニ ン グ

の 効 用 」  「 ス ト レ ッ チ 体操 」  「 走 り 方 の ポ イ ント 」  「 さ あ 一 緒 に 走 ろう ！ 」  「 長 続 き の 秘 訣 」「 質 問 コ ー ナ ー 」  。 み ら スタ 周 り の ジ ョ ギ ン グ コ ース を ２ 、 ３ ㌔ 走 る 中 で 、

フ ォ ー ム の 確 認 等 も し ても ら え る 。　
対 象 は 中 学 生 以 上 で 、

参 加 費 は １ ０ ０ ０ 円 。 定員 は １ ０ ０ 人 で 、 応 募 者多 数 の 場 合 は 抽 選 と なる 。 応 募 は 、

2 5日  （ 金 ）  ま

連 覇 に 貢 献 。 リ ク ル ー ト入 社 後 は 、 別 府 大 分 マ ラソ ン ３ 位 （

8 7年 ）  、 東 京

国 際 マ ラ ソ ン ３ 位 （

8 9

年 ） な ど の 成 績 を 選 手 とし て 残 し た 。 コ ー チ ・ 監督 と し て も 、 有 森 裕 子 ら数 々 の オ リ ン ピ ッ ク 選 手

を 指 導 。 ２ ０ ０ ２ 年 にＮ Ｐ Ｏ 法 人 「 ニ ッ ポン ・ ラ ン ナ ー ズ 」 を 創設 後 は 、 市 民 ラ ン ナ ーや プ ロ ア ス リ ー ト の 指導 に あ た っ て い る 。 また 、 テ レ ビ ・ ラ ジ オ での 「 わ か り や す い 」 解説 に も 定 評 が あ る 。　 「 山 口 で 金 さ ん の 講義 と 実 技 指 導 を 受 け られ る 貴 重 な 機 会 。 初 心者 も 経 験 者 も 、 走 る コ

ツ を 楽し く 学べ る ので 、 気軽 に 参加 を 」と 同 財団 。

ら ） で 。　
金 さ ん は 、 １ ９ ６ ４ 年

福 岡 県 北 九 州 市 生 ま れ 。早 稲 田 大 時 代 は 新 記 録 を樹 立 す る な ど 箱 根 駅 伝 ２

応  募  フ ォ ー  ム

で に 応 募フ ォ ー ム（ Ｑ Ｒ コー ド か

あ す 第

2 3回 定 期 演 奏 会

山 口 ウ ィ  ン ド オ ー ケ ス ト ラ
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ポ ニ ー 「 風 夢 」

再 建 さ れ た 幸 田 大 師 堂

幸 田 大 師 堂 再 建

 １  ０  ０ 年 の 節 目 に

を き っ か け に プ ロ ジ ェク ト が ス タ ー ト し た 。住 民 の 援 助 と ク ラ ウ ドフ ァ ン デ ィ ン グ で 資 金を 集 め 、 昨 年

1 0月 か ら

建 築 ・ 家 具 職 人 の 重 黒木 孝 治 さ ん に よ っ て 工事 が 始 ま っ た 。　
屋 根 の 向 拝 等 は 再 利

用 し て 建 て ら れ 、 ４ 月
2 8・

2 9日 の お 大 師 ま い

り で 披 露 、 ５ 月 ５ 日 に落 慶 法 要 が 行 わ れ た 。　
１ ９ ２ ４ 年 の 建 立 か

ら 図 ら ず も １ ０ ０ 年 の節 目 だ っ た と い う 。

　
札 所 の 中 で も 立 派 な

唐 破 風 屋 根 で 、 千 体 地蔵 等 が 安 置 さ れ て い る幸 田 大 師 堂 。 近 年 、 老朽 化 が 問 題 に な っ て いた 。 ３ 年 前 、 幼 い 頃 にこ の 場 所 で 遊 ん だ と いう 男 性 が 再 建 費 ６ ０ ０万 円 を 寄 付 。 そ の こ と
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秋 穂 二 島

　 「 お 大 師 ま い り 」 が 行 わ れ る 「 秋 穂 八 十 八 カ所 霊 場 」 八 十 七 番 札 所 の 幸 田 大 師 堂 。 住 民 らの 思 い に よ り 新 た に よ み が え っ た 。

 １ 行 記 事　 佛 光 堂 の 各 店 で 仏 壇 ・ 墓 石 の 「 直 営 工 場 即 売 会 協 賛 総 決 算 セ ー ル 」 を 開 催 中 。 同 社 で は 「 創 業 以 来 の 最 低 価 格 に 挑 戦 !! 」 と う た っ て い る 。 ３ １ 日 （ 木 ） ま で 。

「 ザ ・ チ ェ ン バ ー ブ ラ ス 」 の メ ン バ ー

　
「 ザ ・ チ ェ ン バ ー ブ ラ

ス 〜 Ｎ Ｈ Ｋ 交 響 楽 団 金 管奏 者 た ち 」 が 、

1 2月

1 5日

（ 日 ）  午 後 ２ 時 か ら 、 山 口
市 民 会 館 （ 山 口 市 中 央２ ） で 開 か れ る 。  「 Ｎ響 」 の 愛 称 で 親 し ま れ てい る 日 本 を 代 表 す る オ ーケ ス ト ラ の 一 つ 、 Ｎ Ｈ Ｋ交 響 楽 団 の 金 管 楽 器 奏 者５ 人 に よ る コ ン サ ー トだ 。 三 井 住 友 海 上 文 化 財団 に よ る 助 成 制 度 「 と きめ く ひ と と き 」 に よ る 公演 で 、 入 場 料 は 低 く 抑 えら れ て い る 。

　
ザ ・ チ ェ ン バ ー ブ ラ ス

の メ ン バ ー は 、 ２ ０ １ ２年 か ら 同 団 の 首 席 ト ラ ンペ ッ ト 奏 者 を 務 め る 菊 本和 昭 （ ト ラ ン ペ ッ ト ）  、山 本 英 司 （ 同 ）  、 木 川 博史 （ ホ ル ン ）  、

2 3年 ６ 月

に ア ル バ ム 「 フ ロ ウ ・ ウィ ズ ・ ザ ・ ブ リ ー ズ 」 を発 売 し た 池 上 亘 （ ト ロ ンボ ー ン ）  、 池 田 幸 広 （ テュ ー バ ）  。 同 財 団 は 「 名手 が 集 結 し た 重 厚 か つ 華や か な ア ン サ ン ブ ル は 必聴 ！

　
王 道 の ク ラ シ ッ ク

か ら タ ン ゴ ま で 名 曲 の 数々 を 、 ト ー ク を 織 り 交 ぜな が ら お 届 け す る 」 と 、そ の 魅 力 を 伝 え る 。　
演 奏 曲 目 は 、  「 王 宮 の

花 火 の 音 楽 よ り 『 歓喜 』  」  （ ヘ ン デ ル ）  、  「 小 フー ガ

 

ト 短 調 」  （ バ ッ

ハ ）  、  「 主 よ 人 の 望 み の 喜び よ 」  （ バ ッ ハ ）  、  「 五 重奏 曲 」  （ ア ー ノ ル ド ）  、「 コ ッ ツ ウ ォ ル ズ の 風景 」  （ 広 瀬 勇 人 ）  、  「 パ リの ア メ リ カ 人 」  （ ガ ー シュ ウ ィ ン ）  、  「 ブ エ ノ ス アイ レ ス の 春 、 オ ブ リ ヴ ィオ ン 、 リ ベ ル タ ン ゴ 」（ ピ ア ソ ラ ） が 予 定 さ れて い る 。　
同 館 の 松 田 和 寛 副 館 長

「  ザ ・ チ  ェ  ン  バ  ー  ブ  ラ  ス  」
Ｎ 響 金 管 奏 者 ５ 人 の コ ン サ ー ト1 2月

1 5日

は 「 ク ラ シッ ク を 中 心に な じ み のあ る 曲 が 多く 、 日 本 最高 峰 の 奏 者に よ る 華 やか な 演 奏は 、 感 動 間違 い な し 。格 安 料 金 で鑑 賞 で き るめ っ た に ない 機 会 な の

で 、 ぜ ひ 会 場 へ 」 と 来 場を 呼 び 掛 け て い る 。　
前 売 り 券 は 、 一 般 １ ５

０ ０ 円 で 学 生 ５ ０ ０ 円 。山 口 市 文 化 振 興 財 団 チ ケッ ト イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン（ Ｙ Ｃ Ａ Ｍ 内 、

☎
０ ８ ３

－

９ ２ ０

－

６ １ １ １ ）  、

同 館 、 山 口 井 筒 屋 、 コ ンビ ニ エ ン ス ス ト ア 設 置 端末 な ど で 購 入 で き る 。 未就 学 児 は 入 場 不 可 で 、 当日 券 は 各 ５ ０ ０ 円 高 。　
問 い 合 わ せ は 同 館 （

☎

０ ８ ３

－

９ ２ ３

－

１ ０ ０

０ ） へ 。

Ｇ  Ⅰ  レ  ー  ス  ・  秋 華 賞 に 合 わ せ て
ウ イ ン ズ 小 郡 で 馬 と の 交 流 イ ベ  ン ト

あ す
　
あ す

1 3日 に 行 わ れ る Ｇ

Ⅰ レ ー ス 「 秋 華 賞 」 に 合わ せ て 、 ウ イ ン ズ 小 郡
（ 山 口 市 小 郡 上 郷 、

☎
０

８ ３

－

９ ７ ２

－

２ ０ １

９ ） で 、 馬 と 触 れ 合 え るイ ベ ン ト が 開 催 さ れ る 。　
ま ず 、 午 前

1 0時 半 か ら

3 0分 程 度 、 ポ ニ ー が 来 場
者 を 「 お 出 迎 え 」  。　

小 学 生 以 下 が 対 象 の

「 ポ ニ ー 試 乗 会 」 は 正 午
か ら で 、 先 着

5 0人 限 定 。

参 加 に 必 要 な 整 理 券 は 、午 前 ９ 時

1 5分 の 開 館 と 同

時 に 、 総 合 イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン で 配 布 さ れ る 。　
午 後 １ 時 半 か ら は 、 ポ

ニ ー と 一 緒 に 記 念 撮 影 する な ど 、 自 由 に 触 れ 合 うこ と が で き る 。 会 場 は ホワ イ ト テ ラ ス で 、 約

3 0分

間 の 開 催 だ 。　
秋 華 賞 は 、 京 都 競 馬 場

で 開 催 さ れ る 牝 馬 三 冠 競走 （ 桜 花 賞 、 オ ー ク ス 、秋 華 賞 ） の 最 終 戦 。 １ ９９ ６ 年 に 新 設 さ れ た 。 発走 予 定 時 間 は 、 同 日 午 後３ 時

4 0分 。



2 0 2 4 年 （ 令 和 ６ 年 ） １ ０ 月 １ ２ 日 ㈯ 　 ４サ ン デ ー 山 口サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


